
 

 

エレベーター設置建物所有者、管理者様へ 

エレベーター閉じ込め事故に対応するために･･･ 
 

エレベーター乗場戸解錠キー 

エレベーター機械室のカギ 

の保管をお願いします。 

平成３０年６月に発生した大阪府北部地震では多くのエレベーターが停止し、利用者が内部に閉じ込め
られる事案が多数発生しました。そのような状況下では、エレベーター保守管理会社の対応に時間がかか
るため、やむを得ず消防隊がエレベーターのドアを開放し、救出作業を行うことがあります。その時必要
になるのがエレベーター乗場戸解錠キーです。解錠キーはメーカーによって様々で、消防隊保有の解錠キ
ーでは対応できない場合もあります。 
そのため、解錠キーはエレベーターを設置して

いる建物に保管しておくことが大切です。また、
解錠キーを使用する際には、二次災害防止のため
エレベーターの電源を切る必要があるので、エレ
ベーター機械室のカギの保管もお願いします。 

※消防隊が解錠キーを使用するのは、エレベー
ターに閉じ込められている利用者が体調不良に陥
る、エレベーターに落下のおそれがあるなど、緊
急度の高い場合に限ります。地震等でエレベータ
ー保守管理会社の到着が遅れる場合であっても、
緊急度が低い場合は、より安全な救出作業を行う
ため保守管理会社の到着を待つことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 大阪府北部地震 エレベーター被害状況 

 保守台数（※） 約１２２，０００台 

 停止台数（※） 約６６，０００台 

 閉じ込め台数（※） ３３９台 

  摂津市内の 

閉じ込め台数 
６台 

   エレベーター乗場戸 

解錠キーの保管あり 
２件 

 ※＝２府３県（大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県）の台数 

地震等の大規模災害時における 
エレベーター閉じ込め事故対応にご協力ください。 

 
≪お問い合わせ≫ 摂津市消防署（担当 救助係） 

 ０６－６３８１－０１１９ 

 

エレベーター乗場戸解錠キーって何？？ 

エレベーターのドアを乗場側（外側）から開けるためのカギです。 

どこに保管したらいいの？ 

事故が発生した際に早急に取り出せる場所が望ましいです。 

例えば、管理人室やエレベーター機械室が良いでしょう。建物

の管理会社が近い場合は管理会社でも構いません。 

緊急時は自分たちで使っていいの？ 
使用方法を誤ると大事故に繋がります。事前に保守 

点検会社等による事故対応研修を受講している場合を除き、絶対に使用しないでください！！ 


